
第 25 回日本歯科色彩学会総会・学術大会を終えて 
（明倫短期大学歯科衛生士学科） 

 
 

このたびは去る平成 29 年 7 月 1 日（土）から 2
日（日）にかけて、明倫短期大学主管で新潟市にお

いて開催しました第 25 回日本歯科色彩学会総会な

らびに学術大会にご尽力を賜りまして誠に有難う

ございました。ご講演いただいた先生がたや座長の

先生がたに感謝するとともに、学会開催にご支援と

ご協力をいただいた関係団体や企業の皆様、遠方よ

りお越しいただいた参加者の皆様、スムーズな運営

のために多大なエネルギーを割いていただいた実

行委員とスタッフの皆様に心よりお礼申し上げま

す。 
周知の通り、患者の歯科医療への審美的な要求は

日毎にいや増す昨今、「色」特に「色覚」について

の知識の有無が、歯科保存治療や補綴歯科治療そし

てホワイトニングの成功のカギを握っているとい

っても過言ではありません。また、デジタルカメラ

の進化と普及は目覚ましく、デジタルカメラの正し

い使用方法などにも精通する必要性を感じる先生

がたが急増していることも鑑みますと、今後さらに

本会が注目されていくことは容易に推察されます。

このような背景から、今回の大会のテーマを「『色』

を使いこなし、臨床に活かす」とさせていただきま

した。 
役員会は「新潟日報 メディアシップ」20 階展望

フロア「そらの広場」、総会・学術大会は 2 階「日

報ホール」で、2 日は「ホテルメッツ新潟」にて講

習会を開催させていただきました。実は、同日に横

浜で開催された歯科補綴学会の煽りをもろに受け、

事前の登録者数は 45 名ほどだったのですが、蓋を

開けてみれば開業医の先生や色彩に興味を持つ歯

学部の学生が朝から詰めかけ、合計 90 名に膨れ上

がり大盛況の大会となりました。特にわざわざ東京

から参加してくれたうえ、本学に入会もされた東京

歯科大学の学生さんや、日本歯科大学で私の講義を

聴講したことがきっかけで参加してくれた 12 名の

学生さんなど、これからの歯科界を担う若手が自主

的に参加してくれたことに、今後の本学会への期待

を感じさせるものがありました。 
当日はあいにくの曇天ではありましたが、役員会

が行われました展望フロアは地上約 100ｍに位置し

ており、新潟市街地はもちろん、日本海、佐渡島、

五頭連峰などの景色を一望できる360度の大パノラ

マで、多くの先生から「天空での会議とはなかなか

乙なものですね」と声をかけて頂けました。またそ
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の際に召し上がっていただいた新潟 B 級グルメ「タ

レカツ丼」と、本会のロゴの色に合わせて特注した

オーガニックドーナツも好評でした。その後の学術

大会では一般演題 8 題が発表されました。どれも非

常に濃い内容で、発表して頂きました先生がたには

厚く御礼申し上げます。当日お手伝いしてくれた

「第 8 代にいがた観光親善大使」の田中さんは新潟

大学歯学部の 2 年生ということで、お出迎えだけで

なく特別講演での撮影モデルも引き受けてくださ

り会場を大いに盛り上げてくれました。 
末筆ながら、本大会で経験したことを活かして今

後の歯科医療技術の発展に貢献して参りたく思い、

来年の千葉大会（大会長：日本大学松戸歯学部保存

修復学講座、平山聡司先生）の成功と皆様がたの

益々のご健勝とご活躍をお祈りいたします。 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

① 特注ドーナツ         ② 常任理事会       ③ 役員会会場からの眺望 

④ にいがた観光親善大使       ⑤ 総会・学術大会          ⑥ ポスター発表 

⑦ 特別講演（松本明彦先生）  ⑧ 特別講演（岡田康男先生）      ⑨ 懇親会 
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講習会日時：平成 29 年 7 月 2 日（日）  
講演タイトルと講演者（敬称略） 
＜必須コース＞ 
 “眼について、色覚について” 

植木 智志：新潟大学脳研究所 統合脳機能研 
究センター 

＜応用コース＞ 
“テトラサイクリン変色歯治療は患者の QOL を変

えたか？ 30 年間を振り返って” 
福島 正義：新潟大学大学院医歯学総合研究科  
口腔保健学分野 

 
受講状況 
＜必須コース＞ 
 受講者数（講習会カード提出者数）：20 名     
＊講習会カード未提出：不明  

 会員 : 20 名、非会員：0 名 
認定士資格：有（7 名）、無 (13 名) 
認定士資格無し 13 名中、資格取得予定：有 ( 9
名)、無（2 名； 会員 2 名）、回答無し（2 名； 会
員 2 名） 

＜応用コース＞ 
 受講者数（講習会カード提出者数）：19 名     
＊講習会カード未提出：不明  

 会員 : 19 名、非会員：0 名 
認定士資格：有（7 名）、無 (12 名) 
認定士資格無し 12 名中、資格取得予定：有 ( 9
名)、無（3 名； 会員 3 名）、回答無し（0 名） 

 
受講後の感想 
＜必須コース＞：感想文の提出者：12 名 
色覚について良く理解できた（8 名） 
非常にわかりやすい内容であった（6 名） 
眼のことがよくわかった（5 名） 
非常に興味深い講演であった（4 名） 
白内障の事がよくわかった（3 名） 
色覚と錐体の関係が理解できた（2 名） 
色覚異常の人について考えるきっかけになった

（2 名） 
眼、色覚と脳の関係は、発達過程において大変重

要だと感じた（1 名） 
ブルーライトについてもう少し知りたかった（1
名） 
色の感じ方や色覚の処理についてもっと知りた

い（1 名） 
白内障以外の症例の話も聴きたかった（1 名） 
歯科診療を行なう上で、眼科領域の知識を深める

必要がある（1 名） 
本講演会で定期的に眼科領域の講演を採用して

欲しい（1 名） 
良く理解できなかった（1 名） 

＜応用コース＞：感想文の提出者：11 名 
豊富な資料で面白かった（5 名） 

必須コース講師 

植木智志 先生 

応用コース講師 

福島正義 先生 
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変色歯の患者に対する対応について再認識した

（3 名） 
よくまとまっていた（2 名） 
テトラサイクリン変色歯はあまり見なくなった

が、患児が来院したら、母親に詳しく説明できる

（1 名） 
変色歯についておさらいができた（1 名） 
テトラサイクリン変色歯は、過去の物になって欲

しい（1 名） 
審美補綴と審美歯科中心に診療しているので、近

親感があった（1 名） 
形成不全を伴う症例の原因別の治療法について

も知りたかった（1 名） 
テトラサイクリン変色歯の患者にであった事が

無いので、勉強になった（1 名） 
テトラサイクリン変色歯の知識は大学で学んだ

範囲であったが、新たな知識を得られた（1 名） 
マイコプラズマ肺炎で TC 投与の患者への変色

歯発生が危惧される（1 名） 
講習会名や座長名を間違えていたなど、マナーに

注意して欲しい（1 名） 

色が心理に及ぼす影響について、講習会で定期的

に取り上げて欲しい（1 名） 
 
＜講習会委員長のつぶやき＞： 
 本講習会の講習会要領を参考に記載します。 
 本講習会の名称は、“日本歯科色彩学会講習会”で
あり、“日本歯科色彩学会認定士講習会”ではありま

せん。 
 本講習会の目的は、会員の色彩学に対する能力の

向上を図るとともに、歯科色彩認定士申請あるいは

認定士更新の必要用件を満たすことを目的として

います。したがって、受講者は会員、非会員を問わ

ず、色彩学に興味を有している人を対象にします。 
 受講資格は、 
・色彩学会会員で年会費、大会費、講習会費を支払

った者。（年会費については後日、学会本部が確

認します。） 
・非会員で当日会費、講習会費を支払った者。  

開催時期・場所・運営方法 
原則として、日本歯科色彩学会学術大会と併せて

開催します。 

 昨年の第 24 回学術大会における口頭発表と日本

歯科色彩学会の学会誌「歯科の色彩」23 巻 1 号に掲

載された論文について表彰選考委員会で検討いたし

ましたところ、以下の論文と発表が平成 29 年度日

本歯科色彩学会賞および奨励賞と決定しましたので

報告いたします。 
＜発表＞ 
【学会賞】 

演題名：修復用コンポジットレジンのサーモクロ

ミズム 
発表者：有川裕之 

【奨励賞】 
演題名：オペーク陶材とデンティン陶材の厚さが

陶材焼金属冠の色調に及ぼす影響 
発表者：隅田健吾、高橋英和 

＜論文＞ 
【学会賞】 

論文名：コンポジットレジンの仕上げ研磨が表面
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性状と色彩に及ぼす影響 
発表者：吉田智学、玄 太裕、堀田正人 

【奨励賞】 
  該当なし 
ここで紙面をお借りして日本歯科色彩学会表彰選

考について説明いたします。 
表彰は、「歯科の色彩」に掲載された論文と学術大

会における口演またはポスター発表の中から特に優

秀と認められた論文・発表に対して表彰いたします。 
また、表彰には「学会賞」と「奨励賞」がありま

す。「学会賞」は筆頭著者および筆頭発表者の年齢に

制限がありませんが、「奨励賞」は若手歯科色彩研究

者の育成という目的から論文受理時の筆頭著者の年

齢が 37 歳未満、発表時の筆頭演者の年齢が 30 歳未

満という規定がございますのでご注意ください。 
論文に関する主な選考基準は、①研究テーマにオ

リジナリティーがあるか、②歯科色彩分野における

科学的重要性があるか、③歯科色彩分野における臨

床的重要性があるか、④記載内容は研究目的、実験

方法および結果に基づき適切に記述されているか、

⑤図表の記載は適切か、⑥参考文献が適切に引用さ

れているか等です。 
発表に関する主な選考基準は、上記の①～⑤の項

目のほかに、⑥プレゼンテーションが見やすく美し

く仕上がっているか⑦次の研究に繋がる将来性があ

るのか等々、質疑応答を通じて評価しています。若

手研究者にとっては厳しい指摘があるかもしれませ

んが、評価委員は少しでも内容のある研究を、そし

て歯科色彩研究者を育成する思いでアドバイスをし

ています。 
歯科色彩学会の皆様におかれましては、学会賞、

奨励賞へのノミネートのために「歯科の色彩」24 巻

への論文投稿と平成 30 年 7 月 22 日（日）に千葉県

柏市柏の葉カンファレンスセンターで行われる第

26 回学術大会へのポスター発表を奮ってお願いい

たします。 
 

2017 年 3 月 5 日（日）、品川のニコン株式会社本

社セミナールームにて、26 名の参加を得て見学会が

開催されました（申込は定員の 30 名）。今回は 2005
年に開催し、大好評を得たセミナーの続編の実習付

きセミナーでした。講師の先生は、前回と同じく㈱

ニコンイメージングジャパン、ニコンカレッジ講師、

フォトコンサルタントの倉持 永氏でした。午後の

半日を使い口腔内撮影、顔貌撮影、動画撮影につい

ての解説と実技指導をしていただきました。 
 まずは、歯科におけるデジタル一眼レフの設定や

使い方を、一人１台の D7100 を操作しながら解説し

ていただきました。ISO 感度、画質モード、撮影モ 

 

ード、シャッタースピード、絞り、ピクチャーコン

トロール、WB、プリセットなど、盛沢山の内容で

した。その後、R1C1 のスピードライト 2 灯に付属

のディフューザーを装着し、口腔内撮影仕様とした

カメラで、実際に各自歯牙模型を撮影しました。普

段 TTL 撮影をされている先生も多いと思いますが、

それではホワイトニング術前・術後の撮影などでは、

露出が変わってしまい比較が困難になってしまいま

す。そこで適当と思われるマニュアル設定を決めて

いただき撮影実習をしました。 
 休憩をはさんでの顔貌撮影では、参加者のお一人

にモデルになっていただき、スピードライトを使っ

－5－ 



たバウンズ撮影、レフ板の使い方をデモしていただ

きました。アイキャッチの有無による表情の変化に

は、一同感嘆の声が上がっていました。レフ板がな

い場合には、セミナールームにあるような白い机を

前にして撮影してもよいなど、簡単に使えるテクニ

ックも伝授していただきました。 
 一眼レフカメラを使った動画撮影は、時間が短い

だけでビデオ撮影よりも画質がよいことや、Raw デ

ータの扱いまで、カメラに詳しい方にも満足いただ

けるような充実した講習会でした。初学者にはちょ

っと速すぎると思われるような内容量の多さで、機

会があれば再度の講習あるいは、ニコンと学会推奨

の冊子などを企画してもよいのではと感じました。

また、術前・術後の撮影には、やはりフラッシュマ

チックの新しいメディカルニッコールがほしいと再

認識をしましたので、レンズの復活もお願いしてき

ました。 
 最後になりましたが、機材の準備はもとより、歯

科に特化した素晴らしいセミナーを開催していただ

いた、倉持 永先生、㈱ニコン、㈱ニコンイメージ

ングジャパンの皆さまに厚く御礼申し上げるととも

に、ご参加いただいた皆さま、ご尽力いただいた見

学会委員・学会事務局の先生に感謝申し上げます。

【編集後記】 
 2017 年度より、ニュースレター編集委員会の委

員長を仰せつかりました。どうぞよろしくお願いい

たします。 
日本歯科色彩学会のニュースレターは、1994 年

3 月に第 1 号が発行されました。当時の橋口綽徳会

長と片山伊九右衛門副会長が編集責任者となり、

「手作りで」編集作業を行ったことが明記されてい

ます。また、内容も学会設立（当時は研究会）のた

めの活気あふれる準備委員会の開催状況や、学会誌

「歯科の色彩」創刊号の希望に満ちた発刊告知など、

当時の様子が目に浮かぶような記事が満載です。 
時は流れて 23 年、本ニュースレターも第 60 号

の発行となり、本号より紙媒体ではなくネット配信

が開始されることとなりました。確かに紙面での送

付は費用もかかり、保存するにもかさばるなど時代

の要求に合わなくなっているのだと思います。ただ、

今後は読者が学会ホームページを訪れていただか

ないと、単なるネット空間の塵となってしまう可能

性も秘めています。多くの会員の皆様に当学会の旬

なトピックスに触れていただけるよう、新たな対応

が必要になるかもしれません。配信形態が時の流れ

とともに変化しても、このニュースレターが役割を

立派に果たしていけるよう、微力ながら頑張ってい

きたいと思います。     （文責：金子 潤） 

日本歯科色彩学会 ニュースレター編集委員会  元呑昭夫、齊藤 誠、中山友克、金子 潤
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役員名簿(敬称略、50 音順) 
平成 29（2017）年 4 月 1 日～平成 31（2019）年 3 月 31 日まで 

 
会長(1) 

堀田正人 
副会長(3) 

阪 秀樹、新海航一、中澤 章 
監事(2) 

片山 直、大金 誠 
常任理事(16) 

市村 葉、勝海一郎、金子 潤、木暮ミカ、齊藤 誠、末瀬一彦、高橋英和、東光照夫、永井茂之、 
中山友克、平山聡司、細矢由美子、宮崎 隆、宮崎真至、向山賢一郎、元呑昭夫 

理事(33) 
岩崎 覚、大西孝宣、岡田嘉代、小澤有美、鬼島成和、久保茂正、河野善治、澤田智史、澤田智慈、 
鈴木伸宏、高橋洋子、高宮紳一郎、田中 誠、玉岡慶鐘、永澤 栄、中城基雄、西村耕三、橋口英生、 
坂 清子、星野睦代、松浦智二、村井宏隆、桃井保子、森 純信、山鹿洋一、山口秀紀、山口龍司、 
山崎信夫、遊亀裕一、横瀬敏志、吉田周平、葭田秀夫、和田弘毅 

評議員(18) 
天谷哲也、有川裕之、五十嵐 洋、小川恵治、小竹宏朋、佐藤郁夫、白石 充、進藤聖士、関根哲子、 
中浦清人、野島 洋、東 竜太郎、三次義和、三好博文、椋梨兼彰、柳川直子、吉野 諭、吉村浩一 

名誉会長(1) 
久光 久 

名誉会員(12) 
天笠光雄、天野義和、生田博康、加藤喜郎、桑田正博、高 承志、河野 篤、腰原 好、下河辺宏功、 
花田晃治、松尾 通、神津 瑛 

幹事(1) 
小竹宏朋 

事務局(2) 
日下部修介、玄 太裕                              ：新任(敬称略) 
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担当・委員会委員 
平成 29（2017）年 4 月 1 日～平成 31（2019）年 3 月 31 日まで 
 

1.総務担当 
  小竹宏朋 
2.庶務担当 
  日下部修介、玄 太裕 
3.財務担当 
  委員長：中澤 章 
  委 員：勝海一郎 
4.監事 
  片山 直、大金 誠 
5.編集委員会 
  委員長：東光照夫 
  委 員：齊藤 誠、新海航一、細矢由美子、元呑昭夫、金子 潤 
6.ニュースレター編集委員会 
  委員長：金子 潤 
  委 員：元呑昭夫、齊藤 誠、中山友克 
7.ホームページ委員会 
  委員長：木暮ミカ 
  委 員：片山 直、末瀬一彦、永井茂之、向山賢一郎、元呑昭夫 
8.講習会委員会 
  委員長：細矢由美子 
  委 員：片山 直、新海航一、堀田正人、宮崎真至 
9.見学会委員会 
  委員長：中澤 章 
  委 員：木暮ミカ、永井茂之、平山聡司 
10.優秀論文選考(表彰)委員会 
  委員長：平山聡司 
  委 員：阪 秀樹、新海航一、高橋英和、東光照夫、永井茂之、細矢由美子、元呑昭夫 
11.認定士委員会 
  委員長：阪 秀樹 
  委 員：片山 直、中山友克、宮崎 隆、元呑昭夫 
12.会則検討委員会 
 委員長：齊藤 誠 

  委 員：勝海一郎、木暮ミカ、平山聡司、末瀬一彦 
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13.渉外委員会 
  委員長：新海航一 

委 員：元呑昭夫、永井茂之                           ：新任(敬称略) 
 
 
新入会員 
堀田一正  おざわ歯科医院 
森田徳英  松丸歯科矯正歯科医院 
佐藤史明   日本歯科大学新潟生命歯学部研究科

硬組織機能治療学  
吉川和子  昭和大学歯学部歯科保存学講座美容

歯科学部門 

土沢誠一   クリスタルデント 
江川広子    明倫短期大学歯科衛生士学科 
小野真奈美  明倫短期大学歯科衛生士学科 
計良倫子   明倫短期大学歯科衛生士学科 
原 将人   東京歯科大学（準会員） 

   
 
 
 

 年会費納入のお願い 
 
年度初めに機関誌と一緒に年会費納入のお知ら

せを同封させていただきました。未納の会員の皆様

は、下記の郵便局口座に必要事項を明記の上お振込

み下さい。よろしくお願いいたします。 
 
振込先 郵便振替口座 00850-6-184321 

口座名「日本歯科色彩学会」 
 
住所等の変更がありましたら必ず明記をお願い

いたします。 

 
 
日本歯科色彩学会 事務局 
〒501-0296 
岐阜県瑞穂市穂積 1851-1 
朝日大学歯学部口腔機能修復学講座歯科保存学分

野歯冠修復学 
玄 太裕 

gen_taiyu@dent.asahi-u.ac.jp 
Tel  058-329-1442  Fax  058-329-1442
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上記，平成 28(2016)年度収支決算は慎重な監査の結果，相違ないものと認めます 平成 29(2017)年 3 月 31 日 片山 直 大金 誠 

日本歯科色彩学会 平成 28(2016)年度決算 
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日本歯科色彩学会 認定士委員会 平成 28(2016)年度決算 

日本歯科色彩学会 認定士委員会 平成 29(2017)年度予算 
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日本歯科色彩学会 平成 29(2017)年度予算 
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